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◆早津江病院理念・基本方針  ◆院長挨拶 

◆敬老会           ◆樟風祭のご案内 

   ◆編集後記 
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早津江病院 院長       

松永 高政         

 

 

 

 

 

 

 

早津江病院理念 

博愛の心を持ち、躍動感に溢れた医療を実施する為に、ここ（早津江病院）

に集い、われらの英知を傾けよう。 

        は：博愛 こころ 精神 

        や：躍動 活気ある病院 前向きな姿勢 

        つ：集い チーム医療 

        え：英知 創造 判断力 

基本方針 

＊開かれた精神医療をめざすために、チーム医療の充実を図り、専門医療

を確立する。 

＊精神障害者の偏見を取り除き、患者の権利・患者の尊厳を守り、患者中

心の医療を実践する。 

＊障害者と地域との共存を図るために積極的に地域活動への参加を行う。 

   

令和元年８月２８日に佐賀県を襲った豪雨

災害で、他県を含め４人の方がお亡くなりに

なり、多数の住宅に床上・床下浸水等の被害

が出ました。又、９月２２日～２３日にかけ

ては、台風１７号の影響で、県内各地域で停

電が発生しました。 

幸い、当院には上記災害や停電で直接的な

影響は出ておりませんが、豪雨によって職員

が罹災したり、病院内では停電の影響で水の

供給が滞り、備蓄していた水を各病棟に配布

したりするなど、対応に追われました。 

これまでも、災害発生等の備えとして、発

電機の整備や食料品の備蓄などを行ってまい

りましたが、今回の件で緊急時の備えの大切

さや医療提供者としての社会的責任を改めて

痛感しております。 

尚、私を含め当院の職員は、先日佐賀県内

の被災地域に入り、精神科医療および精神保

健活動の支援を行う専門的なチームとして活

動を行ってまいりました。これからも、出来

る限り精神科医療における社会貢献を行って

まいります。 

最後に、この季節恒例の佐賀インターナシ

ョナルバルーンフェスタが令和元年10月31

日（木）から 11 月 4 日（月・祝）の日程で

開催予定です。当院のバルーンクラブも参加

予定です。“医療法人 樟風会 Endeavour

号”を見かけましたら、是非、手を振って応

援していただけたらと思います。 



 

 

  

 

 

 

今年も９月 21 日（土）に「敬老会」が開催されました。今年の７０歳以上

の対象者は181名となり、式典では白寿・卒寿・米寿・傘寿・喜寿・古希を迎

えた方々に松永高政院長より表彰と記念品が手渡されました。 

東 1 病棟とゆりの木苑に会場をわけて開催し、東１病棟ではコンサート（小

森恵太氏）、ゆりの木苑ではよさこい（佐賀大学よさこいサークル：嵐舞）が地

域のボランティアの出し物として、会場で参加された患者さんに披露され、参

加された患者さんも大変喜ばれて、普段とは違った楽しい一日を過ごしていた

だくことができました。 

毎年開催している敬老会ですが、参加される患者さんやご家族様の笑顔や喜

びの声が何よりの力になります。患者さんの見せてくれる笑顔を原動力に、”患

者さんの為の敬老会”のスローガンの下、これからも敬老会を開催していきた

いと思います。 

    敬老会実行委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒寿表彰 

 

 

 

 

ゆりの木苑 

東 1病棟 



 

 

 

早津江病院樟風祭のご案内 

 

令和元年10月 19日（土）に早津江病院３F の多目的ホールにおいて  「樟

風祭」を開催いたします。今年のテーマは「令和」とし、イベントの内容はボ

ランティアの出し物（津軽三味線）、カラオケ大会、おたのしみ袋（お菓子ほか）、

お楽しみ抽選会、バザー等を予定しております。皆様の多数のご参加を心より

お待ちしております。 

 

 

 

編集後記 

10月になり、だんだんと肌寒い日になってきた今日この頃ですが、皆様は 

いかがお過ごしでしょうか？ 

   さて、9月には敬老会、10月には樟風祭とイベントが盛りだくさんなこの季節、 

広報・イベント委員会といたしましても一番忙しい時期ですが、患者さんとその 

ご家族様、また地域の方々のために日々邁進してまいりますのでどうぞよろしく 

お願いいたします。 


